
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scier ユce 　 Association 　 of 　 Japan

研　究 資 料

カラー イメー ジ語の物体麁空間へ の配置

A 『『ange 鰌 e 醜 ◎督Co画◎ 『 國mage 　Wo 『ds　l覦◎ 驪 鴛 醐鏘 一廴鵬 論 酷黼o 鵬 O晦e《冫琶

c◎1◎rs 瞬e ¢ e

中村　妙子
＊ ・佐藤　哲也

＊ ＊ ・寺主　一 成
＊ ＊ ＊

Taeko　Nakamura ・Tetsuya　Satou　e 　Kazushige。Teraji
＊ Nara 　Saho　Junior　Women

：
s　College ，　Nara

＊ ＊

　Kyoto　lnstitute　of　Technology
，
　Kyoto

＊ ＊ ＊Takarazuka 　University　of　Art＆ Design，　Hyogo

Abstrac覧

　 Taking　the　recent 　developrnent　of　coiorimeter 　and 　computer 　into　consideration ，　we 　hold　that　in　the

area 　of　color ，　too，　it　 is　necessary 　to　deal　with 　colors 　quantitatively，　 not 　depend ］ng 　 on 　 individua】，＄

sense
，
　by　trnsforming　colors 　into　numerical 　expressbns 　with 　use 　of　colorimeter 　and 　to　establish 　a

scientifiG　system 　Qf　Golors ．　 Choosing　 a　cobr 　depends　greatly　on 　individuaドs　sense ，　 but　we 　expect

that　our　sense 　w 「ll　also 　be　further　refined 　by　util「zing 　such 　as 　a　scientific 　system 　of 　coFors ，

　 Thereupon 　in　estab 目shing 　a　scientic 　system 　of　colors ，　we 　have　tried　to　correlate 　colorimetric 　values

with 　 image　words 　of 　GommQn 　 use ，

　 Systematic　speGimens 　were 　produced ，
　visual 　judgement　experiments 　were 　conducted ，　and 　based

on 　 their　 results ，　 color 　 image 　 words 　 were 　 arranged 　irl　 a　 color 　 solid 　 which 　deals　 with 　cobr

quantltativeiy．

　 lf　a　color 　ls　measured 　in　this　manner
，
　we 　can 　ieam †he　co ］or 　image 　that　color 　has

，
　and 　conversely

，

it　is　possible　to　find　out 　a　color 　corresponding 　to　the　particular［mage 　word 　immediate 】y．　 For †hat

reason ，　we 　regard 　that　this　scientiticsystem 　of　colors 　can 　be　put　greatlytq　pract［cal 　use 　suchas 　co ［or

scheme ，

要　旨

　近年の 測色機器や コ ン ピュ
ー

タ の 発達 を考えれ ば ， 色彩分野にお い て も個人の 感性だけに頼る の で はな く ， 測色

機器を利用 して ，色を数値化 し，色を定量 的に扱 い，色彩の 科学的シ ス テ ムを確立する必要性がある と考える 。 色

彩の 選択には，個人の感性に負うと こ ろが大きいが，こ の ような科学的シ ス テ ムを利用する こ とによ っ て ，感性も

よ り
一
層洗練されたもの になる と思う。

　そ こ で，色彩の科学システムを確立するに当た っ て ， 測色値と慣用されて い るイメ
ー

ジ語 との関連づけを試みた 。

　系統的試料を作製 し． 視 覚判定実験を行 い
． その結果に基 づ ぎ ， 色を定糞的 に扱う色立体中にカラ

ー
イメ

ー
ジ語

を配置 した。そ うする こ とにより，色を測れ ば，その色 の 持 つ カ ラ
ー

イメ
ー

ジを知る こ とが で き，また，逆に，イ

メージ語と対応する 色を即座 に見い だすこ とが可能とな る の で ，配色など に 大 い に活用 で き る も の と思 う 。
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　1．緒言　現代社会 にお いて ， 色の果たす役割 は大

き く ， 消費者が製品を購入す る 際 ， 最初に注 目を引き

付 けられる の は色 で ある と い っ て も過藷で はな い だろ

う 。 最近，色彩 の 重 要性が ク ロ
ーズ ア ッ プさ れ，配色

セ ン ス 関係の本なども多く出版さ れて い るが，その ほ

とんどが個人の主観的な感性によ っ て取 り扱われてい

て ， それ らの配色例から有効 で客観的な原理を導き出

すこ とはほとんど不可能に近い ように思われる 。 近年

の 測色機器や コ ン ピュ
ータの 発達を考え れ ば

，
色彩 の

分野 に お い て も個人の感性だ け に頼るのではな く，測

色機器により色 を数値化 し， 色を定量的に取 り扱う こ

とによ っ て ， 色彩分野 の
一

層 の 発展が期待で き る も の

と思われる 。 もち ろ ん，色彩の 選択には，個人の感性

に負う と こ ろ が大き い こ とは い うま でもな いが，科学

的シ ステムを利用する こ と に よ っ て，感性も また一
層

洗練される可能性があるの で はないだろうか 。

　色彩の科学的 シス テ ムを確立するに当た っ て は ， ま

ず最初に 測色値と慣用されるイメ ージ語との 対応関係

を 明 らか に して お くこ とが必 要 で ある 。 測色 さ れ た 色

度点とカラ
ー

イ メ
ージ語との関連づけを推定するため

に ， 本報で は視感判定によ っ て カラ
ー

イメ
ー

ジ語の 物

体色空間へ の 配置を試み た 。

　2，色 の み え区分

　マンセ ル 表色系では，色を色相 と明度とマ ンセ ル彩

度の 3つ の要素か ら構成 し， そ の 3つ の要素に基づ い

て 色を配列する の で，色 の 分類 に は非常に有用 で ある

が ， さまざまな色相の組合せを考えなければならな い

配色に そ の ま ま適用する こ と に は 必 ず しも便利 で はな

い 。

　オス トワ ル ト表色系は ， 全 て の 色相の純色を等価値

と見な し，白色量，黒色量，完全色量 の 混 色 に よ っ て

色を体系づけして い る 。 視感に基づ い て体系づけられ

た マ ン セ ル 表色系 と は異 な り ， 色 を 心 理物理的 に捕ら

え，Weber −Feohner の法則に従 っ て尺度が目盛

られているの で ， 等価値表色系 とはいえ ， 視感との す

れがあり，また ， 表色系内に入 らな い 実在色もあり，

これもまた ， 配色に適用する こ とには便利 で はな い 。

　したが っ て，配色の分野 で は日本色研の POOS 表

色系
1）hKよく用い られて い るが，こ の 場合も POO ∈3

表色 系そ の もの で はな く， 三 要素の 中の明度と彩度を

組み合わせた
L‘
トーン

”
概念 によ っ て 等色相面を分割

し， 色相と トーン の 二 要素によっ て 考える い わ ゆる ヒ

ュ
ー ・ト

ー
ン ・シ ス テ ムが利用され て い る 。 しか し，

こ のヒュ
ー ・トーン ・シ ス テ ム の 彩度はマ ン セ ル彩度

とは異 な り ， 純色を等価値に 見 な し て い るが ， 明度 は

マ ン セ ル 明度を使 っ て い る の で，純色の明度は色相に

よ っ て 異な っ て い る 。 例 え ば， 黄色の ＞Md ト
ーン は ，

明度は高いが，青色のvivld 卜・一ンは ， 明度が低い 。

このように ， 色相によ っ て トーン位置が異な る の で，

測色値と ト
ー

ン 区分とを結びつ ける の は難しい 。

　ス カートとブ ラ ウス を組み合わせる時を考えても ，

明 る い色と暗い色と い うよ りも ， 薄 い 色 と 濃 い 色 と を

と い うように ， 配色にお い ては明るさよ りも，濃 さを

重視す る場合が多 い 。 そ こ で ， 著者の
一

人である寺主

は，配色イ メ
ー

ジ構成に は 明度の属性よ りも色の濃 ざ

の 属性のほうがより有効な尺度ではな い かと考え ， こ

れ ま で の色相と 明度 と彩度の三属性で はなく ， 色相と

色濃度と色み （ある いは鮮や かさ）の 組合せ を考え

た 。

2＞
そ うす る こ とによ っ て ， 物体色の 存在する色相

平面を全 て の 色相に つ い て完全 に合同 な 図形 と して 取

り扱う こ と が で き，明度水準 では区分できなか っ た ト

ーン 区分が ， 色濃度水準で は可能とな っ た
e）

。 こ の 色

濃度値と算出法 は，い くつ か の 型が考えられる が，色

濃度指数と呼んで い る方式で は，次式のようにD ，

＊

値

と して 算出 さ れる 。 この D ♂は 0〜10の範囲の値を と

るようにな っ て い る 。

3）

　　〔〕L
＊

＝ GO−V ）十 〔｝．006644（5−f−△ H5p）× 〔⊃　　　　G）
　　　V ：マ ンセル明度 　0 ：マ ン セル彩度

　　　△ H5p；109等分マ ン セル色相環 に おける5Pか

　　　らの 色相歩度 （0≦ △ H5p≦ 50）

　DL ＊

値 3〜 5 は淡色域 ，
　 DL ＊

値 5〜 7 は中色 域 ，

口 L
’

値 ア〜 9は濃色域 にあたり， 今ま で，淡色，中色，

濃色の区分が曖昧で あっ たが，0 ♂を表示する こ と に

よ り，どの程度の色の 濃さ かを認識する ことが で き

る 。

脳 ）

　また，色濃度指数 D ♂とマ ン セル彩度 0 とを組み 合

わせ て ， 図 iの よ うな直角三 角形を構成し，この直角

三 角形をカラ
ー

ス コ ア 図と呼称 した 。

2）
そ し て，こ の

カ ラース コ ア 図上に トーン 区分を行 っ た 。 その際 ， 今

ま で の ト
ー

ン 区分は ，定量 的な も の で な く ， 定性的 に

行われて い たの で ， 日本色研のカラ
ー ・

ト
ー

ン ・マ ニ

ュ ア ル に よ る トーン 区分
D
と小林に よ る カ ラ

ー ・イメ

ージ ・ス ケ
ール のための ト

ー
ン シ ス テム

5）
と で は ト

ー

ン 区分領域が異なるが ， これ は割り付けかた の 問題 で

ある と思われるの で ，こ れらの ト
ー

ン 区分を参考に し

てカラ
ー

ス コ ア図上 に ト
ー

ン領域 を割り付けた 。 カ ラ

ー
ス コ ア 図上に 示された トーン 区分 は ， トーン 区分 の
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基 と な っ て い る ISO ⊂｝ NBS 色名区 分図 と照合 して

み て も，色相 に かかわ らずかなり良好な
一
致が み られ

た 。 したが っ て ，
こ のカラ

ース ：］ア 図 を 用 い る こ とに

よ っ て，ト
ー

ン区分を測色学的に取 り扱う こ とかで き，

また，色度点が同じで あれば ， 色相にかかわ らず色の

み えが同 じ で ある と い え る の で ， 配色 を行う際 ， 非常

に便利な色体系である 。

　また ，
こ のカラ

ース コ ア 図 は
， 無彩色軸を構成する

縦軸の 頂点 （白色点）か ら，最 高色濃度値 （DL
＊

＝

］0）を持っ 底辺 の各点を結ぶ図 2のような直線によ っ

て色の鮮やか さ を表現し，こ の直線 は次の ような鮮 明

度指数値 （Br）と して計算で き る 。

　　　　E3「＝ 100／（？．509D，

＊
）

　定数巳，509は，DL ＊

の…十算式におい て ，　 m ＝ ・ 5と設

定したときにマ ン セル彩度の最高値がOm 。。
＝ 25．09と

　

　
　

　

　
　

　

　

色
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　 　 　 　 　 　 マン セ ル ・ク ロ マ （C ｝

図 1 カ ラース コ ア 図

ot2

色
濃
度
指

数

5

「D67s

10

　 0123456 ア 8910111213141516171S 　19202t 　222S 　2d　25
　 　 　 　 　 　 　 マ ン セ ル

・
ク ロ マ （C｝

なる ことに基づ く。 よ っ て，口 ，．
’

＝　10，Cm 。。
＝ 25．09

の とき Br＝10となるの で，こ のカラ ース コ ア 図の色

相 三角形 で は斜辺が最も鮮やかな色を連ねる線とな り，

無彩色軸に対応する縦軸Br ＝ 0がま っ たく鮮やかさ

が無い こ とになる 。 よ っ て ， 色の鮮やか さ は
，

0か ら

IDの 範囲の 数値で 表される 。

　カラ
ース コ ア 図の色相三 角形を無彩色軸を中心に全

色相集めれば，直円錐系の色立体が出来る （図 3）。

この 色立体中の色度点 はいずれも測色値と結びつ き ，

色相が異なっ て い て も ， カ ラ
ー

ス コ アー
図の 色度点が

同じで あれば，色 の 見えが同じで あると考える こ とが

で きる 。

　3．視感判定実験

　国語辞典から形容詞， 形容動詞を抜き N し，そ の 中

か らカ ラ
ー

イメ
ー

ジ語 として 頻用あるいは慣用されて

いる と考えられる 151語を選んだ 。
これ らのカラ

ー
イ

メ
ージ語を無造作に並 べ る の で はな く，図 4のように

まず円の中心付近に基本的な単語をおき，その周りに

同 じような意味を持 っ 言葉を並べ
，

ま た
，

瞹昧な 言葉

は点数の外へ 出し， 被験者がカラ
ー

イメ
ージ語を相対

比較 しながら選択で きるように配慮 した。
た だ し，ス

ペ ース的な制約もあ る の で ，配置の 若干のずれ は避 け

られなか っ た 。

　 このカラ
ー

イ メージ 語 を 物体色空間に配置する ため

に系統的試料の作製を試みた。 色相として は．マ ン セ

ル 色相5R， 10R， 5YR ， 10YR ， 5Y ， 10Y， 5〔∋Y ，

10〔∋Y，5〔∋，100，5BG ， 10BG ， 5B ，］OB ，5

PB ， 10PB ，5P，10P，5F『P，｝ORP の 20色 相 を

選ん だ
。 試料と し て は

，
カ ラース コ ア 図 に おける 0 ＄

区分領域 （POOS 表色系 で い う トーン 区分域に 対応

する）の中央値の 色度点 （マ ン セ ル 彩度0 ，DL
＊

）は

図 5の ように決ま っ て いるので ， 色度点か ら（1）式を用

DL’＝0

t
5P 5G

ii、p日
　 1　 1　 　　　　　 　脚
5Rli ．．i　i

I　　　 　 l　 ll

　　　 　 l　 I

；5YR
　　 ll
；　 15Y

齢　　 111
　　 　　 F　　脚

旨

1

1　 　 圏 1　　 　　 卩
5P 　　　 ，
　　　：
　　　l　 l

」
　　 ll
　 t5G

5PB 　　 l し 5G115B

　 sBG

5GY

D 乙゚
二〇

5R
　 Y

5

図 E　カ ラ
ース コ ア 図 に おける Br線 〔鮮明度指数）　　　　　 図 3　カラ

ー
ス a ア図に よる 色立 体
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図 4　 カ ラーイ メージ語

衷 1　 色相別視感剿定用 色票 試料と トーン と の 関係
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図 5　 カ ラー
ス コ ア 図に おけるOS 区分領域 の 中央値色度
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図 6　視感判定用色相別色 票試料
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図 7　 視感判定用 CS 区 分 別 色票試料

衰 2　 カ ラーイ メージ語か ら選 ば れ た色 票 （3a名の 内訳）

や さ しい 5R22 人 5BG41 人

5R52 人 5B22 人

10R24 人 5B42 人

iOYR21 人 10PB21 人

10YR51 人 5P21 人

5Y21 人 10P22 人

10Y21 人 10P51 人

IOY41 人 5RP2 且人

5GY21 入 5RP52 人

5GY5 正人 10RP22 入

10GYZ2 人 ［ORP51 人

5G21 人

プ リテ ィ な 5R21 人 5RP86 人

5R54 人 5RPI2 星人

10R51 人 10RP1 監人

10YR5 星人 10RP53 人

10Y23 人 10RP8 皇人

10P51 入 10RP123 人

5RP58 入

表 3　色票から選ばれた カ ラ
ーイメージ語（43名の 内訳）

5R2 や さ し い 8人
プリテ ィ な 5人
つ い うい しい 3人
愛 ら しい 3人
柔和 な 2人
豊 か な 2入
ロ マ ンテ ィ ッ ク な 2人
他 18イメ ージ語 1人

5R5 可憐 な 5人
か わ い い 5人
プ リティ な 4人
愛 ら しい 4人
メ ル ヘ ン の 3人
甘美 な 2人
ふ くよか な 2人
穏 や か な 2人
つ い つい しい 2人
他 14イメ

ー
ジ語 ／人

い マ ン セ ル明度V を算出し，そのマ ン セ ル 色相，明度，

彩度 （トIV／0 ）よりそれの最も近 い 色票を SGOT 一

口102450 （研彩 館）か ら選 ん だ 。 例 え ば，］ight

moderate トーン の中央値は，（4，4）であるの で，

色相が 5R で あるとするならば，マ ン セル HV ／0 が

5R ， 6．66／4となるの で ，
　 SOOTDIO 　P −D57040を

そ の 領域の 代表色 票 として 選 ん だ 。

　選んだ色票をカラ
ース コ ア図 に貼布する場合 ， カラ

ー
ス コ ア図の 直角三角形 で は ， 頂点付近の ト

ー
ン領域

が狭い ため，直角三 角形を図 6の よ う に 長方形に変形

した 。 その領域内の番号は，表 1の ト
ーン と対応する 。

各色相 E’とに ト
ー

ン領域 の 代表色票 （1．5× 1．3crn）

を図 6のように貼布したが，vlvld トーン領域内の色

票 は，いずれの色相 にも＄ 00TDIO には存在せず，

また色相によ っ て は ， 特に寒色 で は，鮮やかな色 が少

な い の で，SOOTDIO の 色票が な い他の トーン も

あ っ た 。 これは色の性質および染色の限界であり ， 実

際には使用され て い な い色領域と考え られる の で ， そ

の トーン領域は空 白としたが，20枚の 色相面に 212枚

の色票を貼る ことができた。

　20才前後 の 視覚異常の な い 女子学生34名に，
一

入
一

人EO枚の長方形の カ ラース コ ア 図と色票を見る ための

中明度 の グレ
ー

マ ス クを持た せ
， 図 4のカラ

ー
イメ

ー

ジ語に最もふ さわ しいと思う色票をそれぞれ相対比較

しながら選ばせた 。 すなわち，カラ
ーイメ

ージ語から

色票を関連 づ けする こ と を行 っ た 。

　つ い で，色票から受 けるイメ
ー

ジを調 べ てみた 。 カ

ラ
ース コ ア 図 に貼 っ た色票を中心 と して ， 左右にもう

】枚ずつ その トーン領域 に はい る 色票を ＄ COT −

DlO か ら選 び ， 3枚の色票を貼 っ たカ
ー

ドを作 っ た。

例え ば， 5R −4の カ
ー

ドで は，こ れは 5R の light

moderate トーン にあた る が，　 SOOTDio 　P −

05652i，　 P −0570』O，
　 P −D56560の 色 票 を 並 べ た （図

7）。 中に は
，

3枚の 色 票 が揃わ な い カ ードも あ っ た

が，計 212枚の カ ードがで きた 。 そ して，別の EO才前

後の女子学生珊名 に，こ の 212枚のカ
ー

ドを持たせ，

カ
ー

ドに貼られて い る色票から受けるイメ
ージに最も

ふ さわ しい と思うカ ラ
ー

イメ
ー

ジ語を図 4か ら選ばせ

た。こ の 際も ， 中明度 の グ レ
ー

マ ス クは使用 した。す

なわち，色票か らイメ
ー

ジ用語を結びつ ける こ とを行

っ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4。カラ
ーイメ

ージ語の物体色空間 へ の配置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記 の 視感判定結 果はかな りの ぱらつ きが見 られた。
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ばらつ き の 大 きさは，

カ ラーイメージ語，

色票によ っ て異な っ

て お り， 特 に， 「か

すんだ」， 「風惰の あ

る 」な ど カ ラ ーイ メ

ー
ジのはっ き りしな

いイメージ語や ， 彩

度の低 い
， 色相因子

が余 り反映されな い

色票などは，そ の ば

らつ きは大きかっ た 。

表 2に ， カラ
ー

イメ

ー
ジ語 （「やさ しい」

お よび 「プ リ テ ィ

な」）か ら選 ばれ た

色 票 を示 した。「や

さしい」と い うイメ

ー
ジ語か ら選ばれた

色票は ， 種々 で あ り，

「やさ しい」と 結び

つ く色票を特定する

こ とは難 しいが ， 色

相 は 異 な っ て も

pale 卜
一 ン か

light卜一
ンか ら選

ばれて い る こ とが伺

え る 。 ま た，「プ リ

ティな」というイメ

ージ語から選ばれた

色票は，トーンが異

な っ ても RP 色相が

中心 で ある こ とがわ

か る 。

　表 3｛こは，　色票力丶

ら選ばれたカラ
ー

イ

メ T ジ 語 を 示 した

（5R2 お よび 5R

5）。 5R2 は，5
R の pa 陀 トーン で

あるが，選 ばれたカ

ラ
ー

イメ
ー

ジ語の類

似性は少な いが，そ

れ が 5R5 の 11ght
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トーン にな る と，「可憐な」，「か わい い」，「プリテ ィ

な」，「愛ら しい」などのイメージ語の類似性が見られ ．

る 。 これ は ， 色 票における色みの量が多 くなると ， 色

か ら受ける イメ
ー

ジがは っ き りと し，類似 したイメ
ー

　 ，

ジ語が選ばれる傾向にあるのであろう 。

o12

露
3

霧 、

数

　 5D

し・
　 67e910

　 0123455 了 39101112131415151718tg 　RO　2122 　as　2425
　 　 　 　 　 　 　 　 マ ンセ ル ・ク ロ マ （O｝

図 9　カ ラーイメージ語の カラ
ー

ス コ ア 図（5R ）へ の 配置

　すで に，小林は，warm −cool ，　soft −hard 軸上

で，カラ
ーイメージ語を配置し，マ ン セル色相，明度，

彩度 （日〉／0 ）の 明 らか にな っ て いる色 票をその ス

ケ
ー

ル上に乗せ て い る
5｝

。 小林が示して い る カ ラ
ー

イ

メ
ージ語 と色 票 との 関係を，色 票の HV ／0 か ら

H 口 ，YO に 換算 し， カラ
ー

イメ
ージ 語 をカラ

ー
ス コ

ア図上に配置しなおした 。

　表 2 ， 表 3は，視覚実験結果の 2例ずつ だけを示 し

たが ， す べ て の視感実験結果をま と め ， 小林の 結果も

合わせ て ，色相こ との ト
ー

ン区分に書き入れた 。 その

際，どの程度の人数までのカラ
ーイメ

ージ語を書き入

れるかが問題となるが，全体のばらつ き，カラ
ーイメ

ー
ジ語を特定の ト

ー
ン 区分に割 り付けるための資料 と

する こ と，類似性のある イメ
ージ語によるばらつ き，

などを考慮すれば，視感判定人数は異なるが，いずれ

の場合も 3人以上 が妥当 で はな いか と考えた 。 よ っ て ，

表 3の 5Fl　2 に は，「や ざ しい」，「プ リ テ ィな」，「う

いういしい」，「愛ら しい」を， 5R5 には，「可憐な」，

5

10PB

5PB

10Y

GY

5BG

図IO カ ラー
イメージ語 の色 相環上 へ の 配置

［ 二二 ＝＝ ＝＝ 二＝＝ ＝コ 16 ［＝ ：二＝ ＝ 二：一 ：］
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「かわ い い」，「プ リテ ィ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な1，「愛らしい」，「メ ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ ンの」を書ぎ入れた 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また ， カ ラ
ー

イ メ
ー

ジ語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か ら選ばれた色票は，選

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばれ た色票 に そ のカ ラ ー

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　イメ
ー

ジ語を配置 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 2の 「やさ しい」で は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10R　2に，「プ 1丿テ イな」

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　では 5R5 ，10Y2 ， 5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RP 　5 ， 5RP 　 B ， 10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RP5 に配置した 。 20色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相の うち］ORP ， 5R ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10Rの 3色相を図 8 に示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラ
ーイメージ語から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選んだ色票と，色票から

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　選んだカラ
ー

イメ
ー

ジ語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とは本来ならば
一

致する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はすで ある が，図 8か ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もわかるように ， カラ
ー

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　イメ
ー

ジ語か ら選んだ色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　票は，色み の 多い 色票を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選ぶ傾向にあり ， ずれが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みられる。今回の被験者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は ， 20才前後の女子学生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と い う こ ともあり，カ ラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーイメージ語の適切な意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味の理解が十分 で な いこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とも考え られ る が，色 か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら受けるイメージ の個人
膕
闇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 差はかなり大きか っ た 。

饋
，N 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 このよ うにカラ

ー
イメ

ー

2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ジ語か ら選ばれた驃 と ，

蛭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色票か ら 選 ばれた カ ラ
ー

謇　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イメ
ージ 言吾饌 なる こと

蟹　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や ・ 臥 差 がかな 睨 ら

1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 れる こ とを考える と ， 視

尊　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 騨 定髞 を定量化する

iK 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ と臆 味がな い と思 わ

R 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる 。

磊　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ こ TU カ ラーイ メ ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ語の 本来の意味を辞書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で確認 し， 小林の結果や
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学生の視感実験結果を書き入れた册枚のカラ
ー

ス コ ア

図 （
一

部図 8）を見比べ ，カ ラ
ー

イメ
ー

ジ語の 分布を

把握し， また ， そ の カ ラーイメージ語を与え た人数を

確か め，カ ラ ー
イ メ ージ語をどの特定の ト

ーン に位置

づける こ とが最も妥当であるか思索した。視感判定結

果のばらつ きは大き く， 特定の ト
ー

ンに割り付ける こ

とは か な り難しか っ たが，ば ら つ き の ほ ぼ中央の 色相 ，

トー
ンに 配置するよう心がけた （図 9）。 よ っ て，カ

ラ
ー

イメ
ージ語を配置した色相 ， ト

ー
ン は ， そのカ ラ

ー
イメージ語の代表領域となるの で ，その 近隣の色相，

トーンももちろんそのカ ラ
ーイメ

ージ語の領域となる 。

カラ
ー

イメ
ー

ジ語の領域の大きさは ， カラ
ー

イメ
ー

ジ

語によ り異なるが，代表領域を知れば，後は個人 の 感

性の問題になると思われる 。 こ のように ，カラ
ーイメ

ージ語はできるだけ特定の ト・一ン領域に 割り付けるよ

うに努めたが ， 「柔 らか い」， 「柔 相な」， 「かわ い い」

などは， ばらつ き の 中央色度点を持たず ， 2 ， 3の 領

域にまたが っ て しま っ た 。 また，「風情の ある」， 「新

鮮な」， 「洋風」などの用語 は ， 被験者による理解がま

ちまち で あ っ たため位置 を特定 して 配置する こ とが出

来なか っ た 。 カ ラーイメージ語を色相環上 に配置した

のが ， 図 iDであり， 色相，ト
ーン別の

一覧表に配置 し

たの が表 4で ある。

Researoh 　and 　App 「ication，6，93 （198］）

　　　　　　　　　 （受付 日　 1993年 6月 17日）

著者紹介
　 なかむ ら　　 たえ こ

　中村 妙子

　昭和囮年爿月 17日生

　昭和49年 3 月　京都工 芸繊維大学

大学院工芸学研究科修了

　奈良佐保女 学 院短期 大学 助教授

　学術博士

　 日本色彩学会，日本繊維学会，日

　本冢政学会 ， 日本繊維製品消費科

　学会 　各会員

　 さ　とう　　 て つ や

　　　 哲也

　昭和 33年 2月 12日生

・昭和57年 3月　京都工芸繊維大学

　大学院工芸学研究科修了

　東大院短期大学講師　を経て

　京都工 芸繊維大学助手

　日本色彩学会，日本繊維学会，日

本家政学会，日本繊維製品消費科

学会　各会員

　5。結語

　色彩分野の科学的シ ス テ ムを確立する
一
環として，

カラ
ー

イ メ
ー

ジ語 と色度点 との関連づけを視感判定を

基 に行 っ た。そ して ， 測 色値 （（X ， Y ，
　 Z ）ある い

はマ ン セル HV ／0 ）から色度点が決ま り， また ， ト

ーン 区分 と も対応し て い る カ ラ
ース コ ア 図か ら構成さ

れている麁立体 中にカラ
ー

イメ
ー

ジ語を配置 してみた。

これによ っ て ， 色を測れば ， そ の 色 の 持つ カ ラーイメ

ージ を知る こ とがで き，また逆に，イメ ージ語と対応

する色を即座に見 いだすこ とが可能になると考え られ

るの で，配色な ど に 大 い に 活用 で き る もの と 思われ る 。

て ら じ　　 が ずしげ

寺主　一成

大 正 】3年 9月29日生

昭和28年 3月　京都大学理学部化

学科卒業

株式会社高瀬染工技術部長

京都工 芸繊維大学助教授

京都工芸繊維大学教授　を経て

宝塚造形芸術 大学教授　］二学博士

日本色彩学会，日本繊維学会，日

本繊維製品消費科学会　各会員
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